
コストフローの上段「損益計算書」ボタンを押下すると、会社で使用してい
る会計システムで作成される「製造原価明細表」と同等のものが表示されま
す。

ＳＨＩＮは「損益計算書」「製造原価明細書」とも取り込んだ会計システムの
仕訳データを“正”としてチェック処理を行っています。従って、３つの在庫仕
訳をＳＨＩＮの金額より仕訳し、と「６つの財務数値」が一致しており、かつ整
合チェックが正しければ、会計システムの試算表の数値と「製造原価明細
表」の「当期製品製造原価」が一致する仕組みとなっています。同時にコスト
フローで表示される数値は、決算書と整合しています*1。

その上で、この「製造原価明細表」は会計システムで作成されるものと以
下の点で異なっています。

・「材料費」「労務費」「外注費」「経費」の原価発生金額を「直接費」「間接
費」に気分表示します。

・原価差異を表示します

・標準原価の積み上げと差引の当期製造原価の誤差をチェックします*2

・ハイパーリンクの個所は押下して製品別／部門別／取引先別等、様々
な分析を行うことができる「分析シート」へジャンプします。

1)各当期仕入高
2)期首・期末材料棚卸高
3)期首・期末仕掛品棚卸高
4)他勘定振替

*1 一部組替が発生します。詳細は「基本事項 決算書」参照。

（９）製造原価明細表
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*2 標準原価の積み上げと差引の当期製造原価に差がある場合、最下段に
「誤差」を表示します。

原因としては様々ですが、主に「製造原価明細表」の表示のための設定で、
想定している振替原価データの例外が発生していることが原因です。

誤差に関しては割り算を行う原価計算の特性上、∓5円以内の誤差は正常
と見做します。
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